
児童会長が代表で感謝の言葉を述べました

災害時に使える調理実習開始！

〒390-0802 松本市旭2-11-13 TEL 0263-39-0701安原地区公民館
総人口 4,513人（前年比－18人）【男 2,171人　女 2,342人】安原の

　いま

　
　
　
訓
練
！
安
否
を
＋

防
災
グ
ッ
ズ
に
非
常
時
調
理
法

　

５
月
28
日
、
旭
町
小
学
校
学
校

応
援
団
「
笑
顔
の
会
」
の
令
和
６

年
度
「
活
動
ス
タ
ー
ト
の
会
」
が

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
校
児
童
に
迎
え
ら
れ
て
団
員

18
人
が
入
場
、
ス
テ
ー
ジ
の
前
に

並
ん
だ
と
こ
ろ
で
児
童
会
長
の
あ

い
さ
つ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

応
援
団
を
代
表
し
て
団
長
の
赤

羽
真
爾
旭
町
町
会
長
が
「
学
校
は

楽
し
い
で
す
か
」
と
児
童
に
話
し

か
け
ま
し
た
。「
皆
さ
ん
は
続
け

て
や
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。
体
験
や
経
験
を
重
ね
て
自
分

の
や
り
方
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
」

と
伝
え
、
地
域
の
子
ど
も
は
地
域

で
育
て
る
こ
と
を
目
標
に
、
笑
顔

で
未
来
に
つ
い
て
考
え
話
し
合
う

た
め
に
「
笑
顔
の
会
」
が
あ
る
。

地
に
足
を
つ
け
て
明
る
く
元
気

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
、
と
結
び
ま

し
た
。

　

令
和
６
年
6
月
16
日（
日
）萩
町

町
会
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
朝
９
時
15
分
震
度
6
の

地
震
発
生
。
訓
練
の
初
動
は
、「
北

深
志
３
丁
目
公
民
館
に
行
き
、
安

否
を
報
告
す
る
」
こ
と
。
そ
れ
に

加
え
て
も
う
一
つ
の
目
的
が
あ
り

ま
し
た
。◆ 

防
災
グ
ッ
ズ
を
配
る

　

町
会
役
員
は
安
否
の

報
告
を
受
け
付
け
し
内

容
を
記
録
し
ま
す
。
そ

の
無
事
の
報
告
を
済
ま

せ
た
町
会
の
方
に
は
、

防
災
グ
ッ
ズ
の
セ
ッ
ト

が
入
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
会
は
、
35
軒
に
防

災
グ
ッ
ズ
を
無
料
配
布
し
ま
し

た
。
こ
の
予
算
は
「
数
年
間
の
行

動
制
限
さ
れ
た
期
間
も
あ
り
、
今

回
は
防
災
予
算
と
し
て
使
い
ま
し

た
」
と
萩
町
町
会
辻
町
会
長
さ
ん

は
話
し
ま
す
。

　

安
否
確
認
訓
練
の
次
に
、
萩
町

の
２
次
避
難
所
で
あ
る
信
大
付

属
中
学
校
に
移
動
。
体
育
館
と
グ

ラ
ン
ド
西
側
に
設
置
さ
れ
て
い
る

防
災
倉
庫
の
位
置
を
確
認
し
ま

し
た
。

◆ 

災
害
時
に
使
え
る
調
理
法

　

こ
の
日
の
訓
練
は
、安
原
地
区

公
民
館
に
移
動
し
、15
人
の
参
加

者
で
防
災
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴
を
し
ま

し
た
。続
い
て
、料
理
実
習
室
で
本

日
の
締
め
訓
練
が
始
ま
り
ま
し
た
。

学
校
応
援
団「
笑
顔
の
会
」

学
校
応
援
団「
笑
顔
の
会
」

～
活
動
ス
タ
ー
ト
の
会
開
催
さ
れ
る
～

～
活
動
ス
タ
ー
ト
の
会
開
催
さ
れ
る
～

　

こ
れ
に
応
え
て
校
長
先
生
は

「
地
域
の
人
た
ち
は
皆
さ
ん
を
見

守
り
、
大
切
に
思
い
育
て
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
は

当
た
り
前
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
は
地
域
に
何
が
で
き

る
か
、
感
謝
す
る
こ
と
を
行
動
で

表
し
ま
し
ょ
う
。
あ
い
さ
つ
も
そ

の
一
つ
で
す
。
笑
顔
が
た
く
さ
ん

あ
ふ
れ
る
１
年
に
し
ま
し
ょ
う
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

児
童
の
拍
手
に
送
ら
れ
て
退
場

し
た
団
員
は
、
そ
の
後
授
業
参
観

を
し
て
、
今
年
度
の
活
動
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
う
運
営
委
員
会
に

臨
み
ま
し
た
。

安否確認をしながら防災グッズを配布

　

実
習
の
材
料
の
事
前
の
準
備
は

既
に
下
ご
し
ら
え
も
済
ま
さ
れ
、

食
改
（
食
生
活
改
善
推
進
員
）
の

袋
町
の
浅
井
さ
ん
の
指
導
に
よ
り

「
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ
」
の
実
習
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
「
災
害
時
は
、
１
人
分
の
パ
ッ

ク
の
加
熱
も
で
き
調
理
は
衛
生
的

で
安
全
。
調
味
料
も
少
な
く
済
み

ま
す
。
ス
パ
ゲ
テ
ィ
や
イ
タ
リ
ア

ン
ま
で
味
付
け
も
自
在
」
と
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

浅
井
さ
ん
は
、
食
材
を
ゆ
で
る

合
間
に
、「
こ
の
よ
う
な
防
災
訓

練
を
計
画
さ
れ
た
萩
町
の
皆
さ
ん

は
素
晴
ら
し
い
」
と
評
価
の
コ
メ

ン
ト
を
し
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
に

参
加
者
全
員
が
自
然
に
拍
手
で
応

え
、
完
成
し
た
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン

グ
調
理
品
を
手
に
解
散

を
し
ま
し
た
。

萩
町
町
会
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す
が
シ
ダ
の
仲
間
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

日
本
特
産
の
１
種
１
属
の
珍
し

い
植
物
、
機は
た
お織
り
機き

で
使
う
筬お
さ

に

似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
名
前
が
付

き
ま
し
た
。

　

背
丈
は
10
～
20
㎝
櫛
の
葉
状
に

深
く
裂
け
葉
先
は
円
形
で
す
。

　

春
か
ら
夏
に
か
け
葉
の
中
心
か

ら
15
㎝
前
後
の
花
茎
が
伸
び
、
白

花
で
長
楕
円
形
の
花
弁
が
4
枚
の

可
愛
ら
し
い
花
が
咲
き
ま
す
。

　

暑
さ
に
弱
く
分
布
が
限
ら
れ
た

地
域
に
生
息
、
大
変
珍
し
い
種
で

す
。
夏
場
は
直
射
日
光
を
避
け
、

遮
光
管
理
を
怠
ら
な
い
こ
と
。

　

用
土
は
水
は
け
が
良
い
土
、
葉

ダ
ニ
が
付
き
易
い
た
め
、
駆
除
が

必
要
で
す
。
葉よ
う
め
ん面
散
布
剤
を
散
布

し
管
理
を
し
ま
す
。

　

珍
品
は
大
切
に
育
て
ま
し
ょ
う
。

図
書
コ
ー
ナ
ー
入
れ
替
え

　「
オ
サ
バ
グ
サ
」を
紹
介
し
ま
す

　

本
州
中
部
以
北
の
日
陰
・
半

日
陰
に
自
生
す
る
貴
重
な
植
物

で
す
。

　

ケ
シ
科
オ
サ
バ
グ
サ
属
の
多

年
草
で
、
シ
ダ
の
葉
に
似
て
い
ま

　

安
原
地
区
公
民
館
の
１
階
、
小

さ
な
図
書
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま

す
。
公
民
館
へ
行
っ
た
折
は
、
中

央
図
書
館
ま
で
行
か
な
く
て
も
本

が
借
り
ら
れ
、
大
変
便
利
で
す
。

　

５
月
22
日
、
年
に
２
回
の
公
民

館
に
あ
る
図
書
の
総
入
れ
替
え
で

す
。
６
人
の
図
書
委
員
が
段
ボ
ー

ル
箱
へ
手
際
よ
く
入
れ
、
ワ
ゴ
ン

車
へ
積
ん
で
中
央
図
書
館
へ
向
か

い
ま
す
。

　

中
央
図
書
館
の
一
般
受
付
の
下

の
階
、
団
体
専
用
の
受
付
で
す
。

ワ
ゴ
ン
車
で
横
付
け
し
段
ボ
ー
ル

箱
の
運
び
込
み
で
す
。

　

５
０
０
冊
近
い
図
書
の
一
冊
ず

つ
チ
ェ
ッ
ク
が
始
ま
り
ま
し
た
。

受
付
の
机
の
上
は
図
書
で
山
の
よ

う
で
す
。
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
次
か
ら
次
へ
と
返
却
。
段
ボ
ー

ル
箱
の
空
き
箱
が
山
の
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

６
人
の
委
員
に
よ
る
書
架
か
ら

の
選
書
が
始
ま
り
ま
し
た
。
事
前

に
区
分
と
選
書
数
が
決
め
ら
れ
て

い
る
の
で
、
区
分
の
書
架
よ
り
真

剣
に
選
び
ま
す
。

　

赤
羽
真
爾
委
員
長
は
「
公
民
館

の
中
で
は
小
さ
い
活
動
、
で
も
子

ど
も
や
大
人
が
本
に
親
し
む
こ
と

は
人
生
が
豊
か
に
な
る
こ
と
、
そ

ん
な
助
け
に
な
れ
ば
あ
り
が
た

可
憐
に
咲
い
た
オ
サ
バ
グ
サ

　
　
　

西
澤
真
利
子　
（
安
原
町
）

　
　
　

種
山　

享
志　
（
天
白
三
）

　
　
　

田
所　

泰
子　
（
旭　

町
）

体
育
委
員
会

　
　

◎
築
野　

雅
則　
（
旭　

町
）

　
　

○
丸
山　

善
広　
（
安
原
町
）

　
　
　

中
村　

道
子　
（
天
白
三
）

　
　
　

三
浦　

弘
子　
（
両
下
町
）

◎
…
委
員
長
　
○
…
副
委
員
長

町
内
公
民
館
館
長

　
　

◎
河
西　

眞
次　
（
天
白
三
）

　
　

○
伊
藤　

芳
郎　
（
元　

原
）

　
　
　

関
谷　

昌
也　
（
袋　

町
）

　
　
　

田
中　

秀
夫　
（
新　

町
）

　
　
　

保
科　

守
宏　
（
安
原
町
）

　
　
　

辻　

眞
美
子　
（
萩　

町
）

　
　
　

田
内　

正
一　
（
両
下
町
）

　
　
　

中
原　

國
友　
（
中　

原
）

　
　
　

降
旗　

春
雄　
（
旭　

町
）

◎
…
会
長
　
○
…
副
会
長

�

（
カ
ッ
コ
内
は
町
会
）

運
営
委
員
会

　
　

◎
河
西　

眞
次　
（
天
白
三
）

　
　

○
伊
藤　

芳
郎　
（
元　

原
）

　
　
　

澤
栁　

清
一　
（
天
白
三
）

　
　
　

赤
羽　

真
爾　
（
旭　

町
）

　
　
　

辻　

眞
美
子　
（
萩　

町
）

　
　
　

築
野　

雅
則　
（
旭　

町
）

　
　
　

草
深　

邦
子　
（
新　

町
）

　
　
　

金
井　

俊
二　
（
両
下
町
）

文
化
委
員
会

　
　

◎
澤
栁　

清
一　
（
天
白
三
）

　
　

○
中
田　

金
一　
（
袋　

町
）

　
　
　

赤
羽　

真
爾　
（
旭　

町
）

　
　
　

河
西　

眞
次　
（
天
白
三
）

　
　
　

伊
沢　
　

勝　
（
中　

原
）

　
　
　

米
山
美
由
紀　
（
安
原
町
）

　
　
　

浅
井
由
紀
子　
（
袋　

町
）

館
報
編
集
委
員
会

　
　

◎
辻　

眞
美
子　
（
萩　

町
）

　

※
〇
大
和　
　

靖　
（
新　

町
）

　
　
　

鳥
羽　

啓
路　
（
天
白
三
）

　
　
　

村
山　

昌
夫　
（
新　

町
）

　
　
　

中
田　

安
子　
（
元　

原
）

　
　
　

小
林　

伸
子　
（
中　

原
）

　

※
…
全
市
版
担
当

図
書
委
員
会

　
　

◎
赤
羽　

真
爾　
（
旭　

町
）

　
　

○
辻　

眞
美
子　
（
萩　

町
）

　
　
　

石
田　

千
鶴　
（
中
原
町
）

令
和
６
年
度
安
原
地
区

公
民
館
委
員
・

�

町
内
公
民
館
長
紹
介

返却する本を一冊ずつチェックします真剣に本を選ぶ委員

い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

公
民
館
の
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
便

利
に
使
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
陰

で
こ
ん
な
働
き
が
あ
っ
た
こ
と
に

感
謝
で
す
。
今
回
は
、
４
２
０
冊

の
総
入
れ
替
え
を
し
ま
し
た
。
た

だ
残
念
な
こ
と
に
未
返
却
本
が
７

冊
あ
り
ま
し
た
。
未
返
却
０
を
目

指
し
、
借
り
た
本
は
必
ず
返
却
し

多
く
の
方
が
楽
し
め
る
図
書
コ
ー

ナ
ー
に
し
た
い
で
す
。
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